








要約:川崎病に罹患した保護者用や患児用の解説書はこれまでに数冊発刊されているが,主

として急性期の病態・治療・管理が中心であった。川崎病に罹患し,心臓後遺症を残した

患児の保護者用や患児自身が退院後に読む優しい解説書はなかった。そこで,今回,川崎病

に罹患し,心臓後遺症を残した患児の保護者用や患児自身が退院後に読む優しい解説書と

して『川崎病にかかった子ども:管理の手引き』を作成した。『川崎病にかかった子ども:

管理の手引き』は 17 名の専門家が執筆し,19 章からなり,B6 サイズ,67 ページの小冊子で

ある。


